
磐田市新型コロナウイルス感染症対策本部  第 24 回本部会議 

 

                     と  き：令和３年４月 26 日（月） 政策会議終了後 

                                           ところ：本庁舎４階 大会議室 

 

 

次      第 

 

１ 開  会 

 

２ 各作業部会からの報告 

 

  ・危機管理部会 

 

  ・保健医療対策部会 

    

 ・企画調整部会 

 

３ その他 

 

 

４ 閉  会 

 

 

 

 

 

 



〔令和 3 年 4 月 16 日 静岡県新型コロナウイルス感染症対策本部〕 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＷ（大型連休期間）に向けた今後の感染防止の留意点について 

○感染拡大地域との往来は「極力回避」を！ 
 

本県では、隣接する神奈川県、愛知県の感染拡大後 10～20 日で、感染

が拡大しています。現在、両隣県で感染拡大が顕著となってきています。

また、全国各地で感染力の強い変異株が急増し、特に関西圏や首都圏で

は陽性者に占める割合が高まっています。こうした地域との往来は、極力

回避し、自らの感染と変異株ウイルスの持ち込みに注意してください！ 

○移動は「県内で」注意して行動！ 
 

（１）県内旅行の際には、マスクの着用など基本的な感染防止対策を徹底し、

家族や少人数で、混雑する時間や場所を避けて行動しましょう。 
 

（２）親睦団体などの団体行動でクラスター事例が発生しています。 

団体行動の際には、全員のマスクの着用、歌唱や大声の自粛、窓の開閉

等による適切な換気など、感染防止に最大限注意しましょう。 
 

（３）地域のお祭りやイベントを機会とした飲食などで感染リスクが高まり

ます。お祭りやイベントに参加する場合は、必ず、行事の主催者の指示

等に従い、感染リスクの高い行動は控えてください。 

○「飲食以外の感染場面」も要注意！ 
 

（１）日中に長時間、マスク非着用での歌唱でクラスターが発生しています。

また、職場や研修所の寮なども感染拡大の場面になっています。 

（２）既に相手が感染しているかもしれないという意識をお持ちいただき、

次の点に特に注意をお願いします。 

①集会や歌唱は、感染防止対策や換気対策が十分な場所を選んで 

②人と人との距離を十分（なるべく２ｍ以上）開け、できる限り短時間に 

③家族以外の方との会話、歌唱は、必ずマスクを着用、消毒を入念に 

④狭い空間や共同生活は、感染リスクが高いという認識で予防対策を 

⑤職場の更衣室、休憩場所等でも、気を緩めず感染防止の継続を 

県民の皆様へ 
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新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言について 

１ 発出期日：令和３年４月 23 日 

  宣言期間：令和３年４月 25 日から５月 11 日まで 

    

２ 対象地域：東京都、大阪府、京都府、兵庫県 

           

３ 推  移：（令和３年） 

   １月７日発出：緊急事態宣言 

  １月８日から２月７日までを期間に、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県の４都県を対

象に緊急事態措置を実施すべき区域と宣言。 

   １月 13 日発出：緊急事態宣言の区域変更 

  栃木県、岐阜県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、福岡県の７府県を１月 13日から緊

急事態措置を実施すべき区域に変更。11都府県が緊急事態措置の対象地域となる。 

   ２月２日発出：緊急事態宣言の期間延長及び区域変更 

  実施すべき期間を３月７日まで延長。栃木県を、２月７日をもって緊急事態措置を実施

すべき区域から解除。10 都府県で継続。 

   ２月 26 日発出：緊急事態宣言の区域変更 

  岐阜県、愛知県、大阪府、京都府、兵庫県、福岡県の６府県を、３月７日をもって緊急事

態措置を実施すべき区域から解除。緊急事態宣言は、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県

の４都県で継続。 

   ３月５日発出：緊急事態宣言の期間延長 

 実施すべき期間を３月 21 日まで延長。 

   ３月 18 日発出：緊急事態宣言解除 

 ３月 21 日をもって、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県の緊急事態宣言を解除。 

  これにより、国内全域で解除となった。 

   ４月 23 日発出：緊急事態宣言 

  ４月 25 日から５月 11 日までを期間に、東京都、大阪府、京都府、兵庫県の４都府県を

対象に緊急事態措置を実施すべき区域と宣言。 

 

４ 今回の緊急事態宣言の新型コロナウイルス感染症への対応措置 

 ・飲食の感染対策、酒類提供飲食店に休業要請 

・百貨店など大型商業施設の休業要請 

 ・変異株対策の強化 

 ・モニタリング検査など感染拡大防止策の強化 

 ・ワクチン接種の着実な推進 

 ・医療提供体制の充実 

 

５ その他 

 ・任意の磐田市新型コロナウイルス感染症対策本部は、緊急事態宣言発出に伴い、

法定による対策本部会議へ移行する。 

令和 3 年 4 ⽉ 26 ⽇ 対策本部会議資料【危機管理部会】 
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緊急事態宣言 

 １回目 ２回目 ３回目 

期間 
2020 年 

4 月 7日～5月 25日 

2020 年 

1 月 8日～3月 21日 

2021 年 

4 月 25 日～5月 11日 

日数 49 日間 73 日間 17 日間 

地域 
東京など 7都府県 

（4/16 から全国に拡大） 

首都圏 4都県 

（1/14 から 7府県を追加） 
東京、大阪、京都、兵庫 

飲食店 PM8：00 まで PM8：00 まで 
酒・カラオケの提供店は休業

（その他は PM8：00 まで） 

商業施設 
休業 

（生活必需品除く） 
PM8：00 まで 

休業 

（生活必需品除く） 

イベント 中止か延期 
上限 5000 人かつ収容率 50％以

内 
原則無観客 

学校 休校要請 休校せず 休校せず 

鉄道 減便要請せず 減便要請せず 
平日の終電繰上げ 

土日・祝日の減便要請 
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「緊急事態宣言」と「まん延防止等重点措置」の比較表 

 緊急事態宣言 まん延防止等重点措置 

発出の目安 ※1 ステージ４(感染爆発)相当 ステージ３(感染急増)相当 

期    間 
2 年以内 
(トータルで 1 年を超えない範囲で延長可) 

6 ヶ月以内 
(何回でも延長可) 

対象地域 都道府県単位 
政府が対象とした都道府県知事が指定する市町村

など特定の地域 

対応措置 「時短」「休業」ともに要請と命令 「時短」のみ要請と命令 

命令違反した際

の罰金  ※2 
30 万円以下の過料 20 万円以下の過料 

国会報告 
発令や期間延長などの際の報告を法律で義務付け 
付帯決議で「事前報告」を要請 

付帯決議で「速やかに報告すること」を要請 
（法的拘束力なし） 

 ・※1 発出はいずれも首相が行う 

 ・※2 2021 年 2 月に成立した改正特措法案で、「正当な理由なく」命令に応じなかった事業者に対して罰則を設けるよう定めている 

 ・参考 
 
 
 
  

ステージ 
確保病床の

使用率 
入院率 重症者用確保

病床の使用率 
療養者数 
(10 万人あたり) 

PCR 陽性率 新規感染者数 
(1 週間の 10 万人あたり) 

感染経路不明

割合 
３ 20％以上 40％以下 20％以上 20 人以上 5％以上 15 人以上 50％以上 
４ 50％以上 25％以下 50％以上 30 人以上 10％以上 25 人以上 50％以上 
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緊急事態措置 

まん延防止等重点措置 
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